
ソーラーシェアリング検討分科会について
• 設置の目的
１ 県モデル事業についてモデル圃場を検討し、実証事業の可否について
まとめる。
２ 分科会及び広く町民等へ周知し、ソーラーシェアリングに対する課題や
不安なことを意見募集し、丁寧に分科会において熟議し整理する。
また信大農学部生とワークショップを開催して熟議する。

３ 町の基本方針の策定（地域計画などとの整合も含む）し、町内外に示す。
４ これらの取り組み結果を、R9年２月末をめどに県へ報告書として提出する。

• 構成
農業委員・農業経営者（法人・認定農業者）、JA、金融機関、電力小売事業者
商工会、経済団体、有識者、公募者等
※県と町で共同事務局で運営

・３月から農繁期を除き開催 ４月から町民意見を募集

資料２


